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(57)【要約】
【課題】
遠隔操作式排水栓装置において、排水器の上方から操作
伝達部材を挿通させる場合において、容易に施工ができ
る遠隔操作式排水栓装置を提供する。
【解決手段】
遠隔操作式排水栓装置を、排水口と、該排水口を開閉す
る弁部材と、該弁部材の動作を操作する操作部と、操作
部に加えられた操作を弁部材に伝達する操作伝達部材と
、
該排水口からの排水を処理する排水器と、操作伝達部材
を排水器に対して固定する固定部と、からなる遠隔操作
式排水栓装置において、
排水器の上方から下方に向かって操作伝達部材を挿通す
る挿通口を備えると共に、
排水器内であって、挿通口の下方となる位置に、挿通口
から挿通された操作伝達部材を固定部、または固定部の
下方位置に案内するガイド部を備えて構成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排水口と、
該排水口を遠隔操作により開閉する弁部材と、
該弁部材の動作を操作する操作部と、
操作部に加えられた操作を弁部材に伝達する操作伝達部材と、
該排水口からの排水を処理する、排出口を備えた排水器と、
操作伝達部材を排水器に対して固定する固定部と、
からなる遠隔操作式排水栓装置において、
排水器の上方から下方に向かって操作伝達部材を挿通する挿通口を備えると共に、
排水器内であって、挿通口の下方となる位置に、挿通口から挿通された操作伝達部材を固
定部、または固定部の下方位置に案内するガイド部を備えたことを特徴とする、遠隔操作
式排水栓装置。
【請求項２】
　上記遠隔操作式排水栓装置において、
上記挿通口は、排水器の上面に対し上方に向かって設けられた筒状の挿通管内に備えられ
ると共に、
該筒体に、操作部から操作伝達部材を案内するガイド管を備えてなることを特徴とする、
請求項１に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
　上記遠隔操作式排水栓装置において、
上記排水器は、浴槽を載置する浴槽パンの開口部に接続される排水器であって、
遠隔操作式排水栓装置の弁部材は、浴槽の排水口に備えられて該浴槽の排水口を開閉する
と共に、
浴槽パンの排水器の上面に、浴槽の排水口からの配管を接続する流入口を備えたことを特
徴とする、請求項１又は請求項２に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項４】
　上記遠隔操作式排水栓装置において、
浴槽パンの排水器は、
浴槽パンの底面に設けられた排水器の取付口に接続される筒状部と、
該筒状部の上端よりも下方となる箇所で固定される、排水器の上面を形成するカバー部と
、を備えてなることを特徴とする、請求項３に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項５】
　上記浴槽流入口は、浴槽の排水口からの配管に対して水平方向に位置調整可能に構成さ
れてなることを特徴とする、請求項３又は請求項４に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠隔操作式排水栓装置に関するものであって、更に詳しくは、遠隔操作式排
水栓装置の、レリースワイヤ等操作伝達部材を排水器内部で適正な方向に導き、施工性を
向上させる遠隔操作式排水栓装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、洗面台や流し台、浴槽など、槽体を備え、使用により排水を生じる機器（以
下「排水機器」と記載）において、槽体の排水口の開閉を、排水口から離間した位置にて
行う為の遠隔操作式排水栓装置が知られている。
以下に、特許文献に基づいて、遠隔操作式排水栓装置を採用した排水機器の排水配管の従
来例を記載する。
特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置を採用した排水配管は、浴槽、浴槽パンを備え
た、浴室の排水配管であって、以下に記載する、排水口本体、弁部材、レリースワイヤ、
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排水器、操作部、から構成される。
浴槽は、上方が開口した直方体形状の槽体であって、底面に排水口本体が取り付けられる
浴槽取付口を備えてなる。
浴槽パンは、上記浴槽を載置する防水パンであって、底面に排水器が取り付けられる浴槽
パン取付口を備えてなる。
排水口本体は略円筒形状を成す筒体であって、その開口上端は浴槽の排水口を形成すると
共に、その内部は排水の流路として機能し、また内部の流路の中間位置にレリースワイヤ
端部を固定する支持部材を着脱自在に備えてなる（この特許文献１に記載の発明において
は、支持部材を介して排水口本体内にレリースワイヤが固定されるものであり、排水口本
体内が、本発明でいう「固定部」となる）。
また、円筒形状の上端には側面方向に突出した鍔部を、側面には雄ネジを備えてなる。
また、上記雄ネジと螺合する板ナットを備えてなる。
弁部材は円盤状の部材であって、底面中央にレリースワイヤのインナーワイヤ端部と嵌合
接続ように構成されてなり、施工完了時、降下することで排水口本体の排水口を閉塞する
。
レリースワイヤは側面方向に可撓性を、軸方向に剛性を備えた樹脂材からなるアウターチ
ューブと、アウターチューブ内を進退自在に摺動する、側面方向に可撓性を、軸方向に剛
性を備えた金属のより線よりなるインナーワイヤと、インナーワイヤの排水口側端部に備
えた硬質な棒状の弁軸と、からなる。
また、レリースワイヤと挿通口の間を水密的に接続するブッシュ部材を備えてなる。
排水器は、以下に記載する、排水器本体と、カバー部材と、から構成される。
排水器本体は、上方が開口し下方が閉塞された筒体であって、その下端部分の側面に排水
トラップ（図示無し）に接続される排出口を備えてなる。
カバー部材は、排水器本体の開口上端を閉塞する板状の部材であって、レリースワイヤが
貫通される挿通口と、浴槽排水器本体からの排水が流入する浴槽流入口と、を備えてなる
。
この他に、特に記載／図示等されていないが、特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置
の配管は、排水器の排出口に接続される、封水式排水トラップを備えてなる。排出口にこ
の封水式排水トラップを接続することで、排水器もまた封水機能を有することができる。
尚、排水トラップとは、下水など下流側から、臭気や害虫類が屋内など上流側に逆流する
ことを防ぐ機能を備えた排水装置であって、この下流側から臭気や害虫類が上流側に逆流
することを防ぐ機能を「トラップ機能」と呼ぶ。
【０００３】
　上記のように構成された特許文献１に記載の浴室の排水配管は、以下のようにして浴室
に施工される。
まず、排水器の排出口を排水トラップに接続し、更に排水器の筒状部の上端を浴槽パンの
浴槽パン取付口に取り付ける。
次に、排水器の開口を覆うようにして、カバー部材を排水器の開口に取り付ける。
次に、浴槽取付口に排水口本体の筒部分を上方から挿通し、鍔部の下面が浴槽取付口の周
縁に当接するようにする。
次に、浴槽排水口本体の雄ネジを、板ナットの雌ネジに螺合させる。これによって、浴槽
取付口の周縁を、鍔部と板ナットの上縁とで挟持し、排水口本体と板ナットを浴槽に接続
固定する。
次に、浴槽を浴槽パンに載置し、板ナット下面を、カバー部材の浴槽流入口周縁に水密的
に当接させる。
次に、一端を操作部に接続したレリースワイヤの他端を、カバー部材の挿通口に挿通した
上で、レリースワイヤの先端を排水口の下方まで挿通させ、浴槽排水口からラジオペンチ
等の治具を利用して浴槽内にレリースワイヤ端部を引き上げる。
次に、レリースワイヤのアウターチューブ端部を、支持部材に接続固定し、この支持部材
を排水口本体内に接続固定することで、レリースワイヤの端部を排水口本体内部に固定す
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る。
次に、ブッシュ部材によってレリースワイヤと挿通口の間を水密的に接続する。
更に、弁軸の先端を弁部材の下面中央に嵌合接続させて、特許文献１の浴室の排水配管の
施工が完了する。
【０００４】
　上記のように構成された特許文献１の浴室の排水配管において、操作部に操作を加えて
インナーワイヤを弁部材側に前進させて固定すると、弁部材は弁軸で押し上げられた状態
で固定され、排水口が開口する。また、操作部に操作を加えてインナーワイヤを操作部側
に後退させると、弁部材も降下し、弁部材が排水口を覆うことで排水口を閉塞する。
【０００５】
　また、上記のように構成された特許文献１の浴室の排水配管において、浴槽内に吐水又
は排水が溜まった状態で排水口を開口したり、または排水口が開口した状態で浴槽内に吐
水又は排水が生じると、吐水又は排水は、排水口本体から、浴槽流入口を通過し、排水器
、排出口から排水トラップを介し、最終的に排水トラップに接続されている床下配管を通
じて下水側に排出される。
【特許文献１】特許３６３３３３６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　段落０００３に記載したように、特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置を採用した
排水配管では、浴槽を浴槽パンに載置させ、またカバー部材を浴槽からの配管に接続して
、事実上排水器からカバー部材を外すことが出来ないようにした上で、カバー部材の上面
からほぼ垂直にレリースワイヤを挿通し、レリースワイヤ端部を固定する排水口の下方の
位置までレリースワイヤ先端を移動させる必要がある。しかし、上方からレリースワイヤ
を挿通する関係上、排水器内に挿通したレリースワイヤが排水器の底面に達してから、ど
ちらの方向に曲がるかをコントロールすることができなかった。カバー部材を外してレリ
ースワイヤに手を触れるなどできれば作業は容易になるが、実際には上記のように、浴槽
やその配管が載置・接続されているため、カバー部材を外すこともできなくなり、レリー
スワイヤを適切な方向に配置するには、偶然に排水口の方向に向かうまで、何度も繰り返
しレリースワイヤを出し入れするしか方法が無く、大変不便であった。
レリースワイヤの挿入の方向を、垂直方向では無く、角度をつけて斜め方向から挿通すれ
ば若干は方向の調整ができるが、この場合でも上方から挿通する関係上、重力により操作
伝達部材が下方に屈曲して、やはり思った方向に向かわない場合がある。また、必ずしも
レリースワイヤを挿通口から差し込む方向が、レリースワイヤを固定する箇所（固定部）
と一致するとは限らず、斜め方向からレリースワイヤを挿通する構成であっても、やはり
固定部に向けてレリースワイヤを挿通することは困難であった。
上記特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置は、浴室の排水配管に関する事例であるが
、上記問題点は、例えば洗面台等に利用される遠隔操作式排水栓装置にも生じる問題であ
る。洗面台の排水配管に採用される遠隔操作式排水栓装置の場合には、レリースワイヤを
上面では無く側面や下方からから通す等の方法にて対応する場合が多いが、この場合洗面
台のキャビネット内にレリースワイヤが垂れ下がるように配置されるため、キャビネット
の収納性が悪化するという問題がある。また、洗面台の使用者がレリースワイヤに触れて
怪我をしたり、逆にレリースワイヤが破損してしまう場合もあり、あまり望ましい構成と
言うことはできない。しかし、排水器上面からレリースワイヤを挿通するように構成する
と、特許特文献１の発明同様、レリースワイヤを排水口に案内することが大変に困難であ
った。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑み発明されたものであって、遠隔操作式排水栓装置において、
排水器の上方からレリースワイヤ等操作伝達部材を挿通させる場合においても容易に施工
ができるようにした遠隔操作式排水栓装置を提供するためのものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の本発明は、排水口と、該排水口を遠隔操作により開閉する弁部材と、
該弁部材の動作を操作する操作部と、操作部に加えられた操作を弁部材に伝達する操作伝
達部材と、該排水口からの排水を処理する、排出口を備えた排水器と、操作伝達部材を排
水器に対して固定する固定部と、からなる遠隔操作式排水栓装置において、
排水器の上方から下方に向かって操作伝達部材を挿通する挿通口を備えると共に、排水器
内であって、挿通口の下方となる位置に、挿通口から挿通された操作伝達部材を固定部、
または固定部の下方位置に案内するガイド部を備えたことを特徴とする、遠隔操作式排水
栓装置である。
尚、ここでいう「固定部」の「固定」とは「位置を定める」という意味であって、例えば
レリースワイヤの場合、アウターチューブが固定部にて固定されても、インナーワイヤの
進退の動作が固定されるわけではないのと同様に、操作伝達部材の位置決めが成される、
という主旨であって、操作伝達部材の本来の動作ができなくなるように固定する（結果、
操作伝達部材が動作できないよう固定されて排水口の開閉が不可能となる）場合も含むと
いう意味ではない。
【０００９】
　請求項２に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置において、
上記挿通口は、排水器の上面に対し上方に向かって設けられた筒状の挿通管内に備えられ
ると共に、該筒体に、操作部から操作伝達部材を案内するガイド管を備えてなることを特
徴とする、請求項１に記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１０】
　請求項３に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置において、
上記排水器は、浴槽を載置する浴槽パンの開口部に接続される排水器であって、遠隔操作
式排水栓装置の弁部材は、浴槽の排水口に備えられて該浴槽の排水口を開閉すると共に、
浴槽パンの排水器の上面に、浴槽の排水口からの配管を接続する流入口を備えたことを特
徴とする、請求項１又は請求項２に記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１１】
　請求項４に記載の本発明は、上記遠隔操作式排水栓装置において、
浴槽パンの排水器は、浴槽パンの底面に設けられた排水器の取付口に接続される筒状部と
、該筒状部の上端よりも下方となる箇所で固定される、排水器の上面を形成するカバー部
と、を備えてなることを特徴とする、請求項３に記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１２】
　請求項５に記載の本発明は、上記浴槽流入口は、浴槽の排水口からの配管に対して水平
方向に位置調整可能に構成されてなることを特徴とする、請求項３又は請求項４に記載の
遠隔操作式排水栓装置である。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載の本発明では、排水器の上方から挿通されたレリースワイヤ等の操作伝
達部材は、排水器内に配置されたガイド部によって、固定部の方向に案内されるため、単
純に挿通口から排水器内に操作伝達部材を送り込むだけで、容易に操作伝達部材を固定す
る固定部の下方位置まで操作伝達部材を案内することができる。
請求項２に記載の本発明では、排水器に対し筒状にしてガイド管を接続した挿通管を備え
、このガイド管を介して操作伝達部材を排水器外から排水器内に案内するように構成して
なる。特許文献１の従来例では、操作伝達部材であるレリースワイヤを、施工者が挿通口
の位置で直接把持して作業できるため、かなり困難ではあるものの、若干であれば排水器
外から排水器内への操作伝達部材の水平方向への調整も不可能ではないが、ガイド管を介
する場合、挿通口の位置で操作伝達部材を把持することも不可能となり、排水器外から排
水器内での操作伝達部材の水平方向への調整は完全に不可能となる。このため、挿通管と
ガイド管を介して操作伝達部材を排水器内に案内する遠隔操作式排水栓装置では、排水器
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内で操作伝達部材の案内を行うガイド部を設けた本発明の構成が特に効果的に機能する。
請求項３に記載の本発明では、排水器を浴槽と浴槽パンの排水配管の遠隔操作式排水栓装
置とした。浴槽と浴槽パンを備えた排水配管においては、配管部分をできる限り上下方向
に狭くしたい、という要望があり、このため、浴槽パンに備えられる排水器においては、
上面から操作伝達部材を挿通させる必要が生じる場合がある。このため、浴槽と浴槽パン
を備えた排水配管において、遠隔操作式排水栓装置を採用する場合には、排水器内で操作
伝達部材の案内を行うガイド部を設けた本発明の構成が特に効果的に機能する。
請求項４、請求項５に記載の本発明においては、発明の構成を具体的に明確化することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第一実施例の排水配管の断面図である。
【図２】第一実施例の主要部分を示す断面図である。
【図３】図２の排水配管の部材構成を示す参考図である。
【図４】第一実施例における、レリースワイヤを挿通する状態を示す参考図である。
【図５】第二実施例の排水配管の断面図である。
【図６】第二実施例の主要部分を示す断面図である。
【図７】図６の排水配管の部材構成を示す参考図である。
【図８】他の実施例の排水配管の断面図である。
【００１５】
　以下に本発明の第一実施例を、図面を参照しつつ説明する。
　図１乃至図４に示した、本発明の第一実施例の遠隔操作式排水栓装置を採用した排水配
管は、以下に記載する、洗面台Ｓ、排水口本体１、排水器本体４ａ、弁部材２、操作伝達
部材としてのレリースワイヤ１０、トラップ管Ｔ、操作部１１、から構成される。
洗面台Ｓは、槽体としての洗面ボウルＳＢと、該洗面ボウルＳＢを載置する、内部に配管
空間を備えたキャビネット部Ｃと、から構成される。
洗面ボウルＳＢについて詳述すると、洗面ボウルＳＢは、上方が開口した箱体であって、
底面には排水口本体１を取り付ける取付口Ｓ１を、上方の開口周縁には操作部１１を取り
付ける操作部取付口１６を、それぞれ備えてなる。
排水口本体１は、内部に排水流路を形成する略円筒形状の部材であって、その内部の流路
の上端に排水口１ａを、上縁に外方向に突出した鍔部１ｂを、鍔部１ｂ下方の側面に雄ネ
ジを、それぞれ備えてなる。
また排水口本体１の雄ネジと螺合する雌ネジを備えた板ナット部材１ｃを備えてなる。
排水器４は、略箱体形状を成す部材であって、上面には排水口本体１の下端が接続される
袋ナット部材４ｄを備えた接続部８が設けられると共に、排水器４の側面には接続部８か
ら排水器４内に流入した排水を排出する排出口４ｃを備えてなる。
また、排水器４の上面には、後述するレリースワイヤ１０を挿通するための挿通口５を備
えると共に、該挿通口５の直下位置に、接続部８に向かってレリースワイヤ１０を案内す
るガイド部４ｂを備えてなる。ガイド部４ｂは、具体的には、図３及び図４に示したよう
に、側面視略Ｌ字形状を成す壁面の間に設けられた溝からなり、垂立部分は挿通口５の直
下位置に配置され、垂直部分から水平方向に変化して、平面視接続部８の方向に向かって
溝が形成されてなる。尚、溝部分の、垂直方向から水平方向、また水平方向から垂直方向
に変化する箇所は円弧を形成して滑らかに連続するように構成されている。
また、接続部８内に、レリースワイヤ１０端部を固定する支持部材９を着脱自在に備えて
なる。
後述するが、施工時に、支持部材９にレリースワイヤ１０のアウターチューブ１０ａ端部
が固定され、支持部材９は接続部８に固定される。即ち、本実施例では、接続部８が、操
作伝達部材であるレリースワイヤ１０を固定する固定部である。
また、ガイド部４ｂは、排水器４の流路内であって、挿通口５の下方に配置され、操作伝
達部材であるレリースワイヤ１０を、固定部である接続部８の下方位置に案内するように
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構成されてなる。
レリースワイヤ１０は、操作部１１に加えられた操作を、弁部材２に伝達するための操作
伝達部材であって、筒状にして軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を備えたアウターチュ
ーブ１０ａと、上記アウターチューブ１０ａ内を摺動自在に動作する、軸方向に剛性を、
側面方向に可撓性を備えたインナーワイヤ１０ｂと、インナーワイヤ１０ｂの排水口１ａ
側端部に備えられたロッド部１０ｃと、から構成される（第一実施例においては、レリー
スワイヤの内部構造の図示は省略する）。また、レリースワイヤ１０と挿通口５の間を水
密的に接続するブッシュ部材１０ｄを備えてなる。
操作部１１は、洗面ボウルＳＢの操作部取付口１６に取り付けられる部材であって、円筒
状であって、操作部取付口１６に固定されると共にレリースワイヤ１０のアウターチュー
ブ１０ａ端部が接続される操作部本体１１ａと、操作部本体１１ａ内を進退すると共に、
インナーワイヤ１０ｂ端部が接続されるツマミ部１１ｂと、から構成される。
弁部材２は、略円盤状からなり排水口１ａを覆うことで排水口１ａを水密的に閉塞する弁
体２ａと、該弁体２ａの下面中央から垂下される円筒状の金属棒からなる弁軸３と、弁軸
３上に配置された目皿部材２ｂと、から構成される。
トラップ管Ｔは、管体を略Ｓ字形状に屈曲させ、横転させたような形状の部材であって、
上流側の端部は継手管の排出口４ｃに、下流側の端部は床下配管に、それぞれ接続される
。
また、施工完了時、排水機器である洗面台Ｓを使用し、トラップ管Ｔ内に排水が通過する
と、トラップ管Ｔの屈曲部分に排水が留まって、満水状態となる部分が形成される。この
部分を封水部１４ｄ、溜まった排水を封水と呼び、流路上が封水によって満水状態となる
ことで、下流側となる下水側から、上流となる排水口１ａ側（屋内側）に臭気や害虫類が
侵入することを防止する構造となっている。
【００１６】
　上記のように構成した第一実施例の遠隔操作式排水栓装置を採用した排水配管は、以下
のようにして、槽体である洗面ボウルＳＢに施工される。尚、特に記載しない場合でも、
接着剤やパッキングを用いたネジ接続などにより、必要に応じて各部材の接続箇所は水密
的に接続される。
まず、排水口本体１を、洗面ボウルＳＢ底面に設けられた取付口Ｓ１に挿通し、鍔部１ｂ
の下面を、取付口Ｓ１の周縁上面に当接した状態とする。
次に、板ナット部材１ｃの雌ネジを、排水口本体１の雄ネジに螺合させ、取付口Ｓ１周縁
をフランジ部１２ａ下面と板ナット部材１ｃ上面部分とで挟持させて、洗面ボウルＳＢに
固定する。
次に、操作部本体１１ａを、洗面ボウルＳＢの操作部取付口１６に固定する。
次に、レリースワイヤ１０のインナーワイヤ１０ｂの一端に、ツマミ部１１ｂを接続固定
した上で、同じ側のアウターチューブ１０ａ端部を操作部本体１１ａに接続する。
次に、排水器本体４ａを略水平位置に配置した上で、挿通口５よりレリースワイヤ１０の
ロッド部１０ｃ側端部を、上方から挿通する。
排水器４内に挿通されたレリースワイヤ１０は、排水器４内の挿通口５直下位置に備えら
れたガイド部４ｂに当接し、図４に示したように、上下方向からガイド部４ｂの溝に沿っ
て接続口の方向に移動する。
次に、排水口本体１まで達したレリースワイヤ１０を、ラジオペンチなどの治具を利用し
て、流入口から排水器４の外に引き上げ、更にレリースワイヤ１０のアウターチューブ１
０ａ端部を支持部材９に接続固定し、この支持部材９を排水器４の接続口内に配置固定す
る。
次に、排水器４の接続部８を、洗面ボウルＳＢに固定された排水口本体１の下端に接続す
る。
次に、トラップ管Ｔの上流側端部を排水器４の排出口４ｃに、下端を床下配管に、それぞ
れ接続する。
更に、排水口１ａ内に弁部材２を配置して、本実施例の浴室の排水配管の施工が完了する
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。
【００１７】
　上記のように構成された本実施例の洗面台Ｓの排水配管において、操作部１１のツマミ
部１１ｂに操作を加えてインナーワイヤ１０ｂを弁部材２側に前進させて固定すると、イ
ンナーワイヤ１０ｂは操作部本体１１ａとツマミ部１１ｂの摩擦等によって固定され、弁
部材２は弁軸３下端がロッド部１０ｃに押し上げられるため、これに伴って排水口１ａか
ら弁体２ａが離間して排水口１ａが開口する。
また、操作部１１のツマミ部１１ｂに操作を加えてインナーワイヤ１０ｂを操作部１１側
に後退させると、弁部材２も降下し、弁体２ａが排水口１ａを覆うことで排水口１ａを閉
塞する。
【００１８】
　また、上記のように構成された本実施例の洗面台Ｓの排水配管において、洗面ボウルＳ
Ｂ内に吐水又は排水が溜まった状態で排水口１ａを開口したり、または排水口１ａが開口
した状態で洗面ボウルＳＢ内に吐水又は排水が生じると、吐水又は排水は、排水口１ａか
ら排水口本体１内を通過し、排水器４内部、排出口４ｃ、トラップ管Ｔ、を介し、最終的
にトラップ管Ｔに接続された床下配管を通じて下水側に排出される。
また、前述の通り、トラップ管Ｔ内に排水が通過することで、トラップ管Ｔの屈曲部分に
排水が留まって封水を形成し、この封水によって流路上が満水状態となることで、下流側
となる下水側から、上流となる排水口１ａ側（屋内側）に臭気や害虫類が侵入することが
防止される。
【００１９】
　次に、本発明の第二実施例を、図面を参照しつつ説明する。
図５乃至図７に示した、本発明の第二実施例の遠隔操作式排水栓装置は、以下に記載する
、槽体としての浴槽Ｂ及び浴槽パンＰ、洗い場パンＵ、を備えた浴室の排水配管であって
、排水口本体１、浴槽継手１３、弁部材２、操作伝達部材としてのレリースワイヤ１０、
排水器４、フランジ部材１２、洗い場トラップ１４、操作部１１、ガイド管７、から構成
される。
浴槽Ｂは、上方が開口した直方体形状の槽体であって、底面に排水口本体１が取り付けら
れる浴槽取付口Ｂ１を、上端の周縁に操作部１１を取り付ける操作部取付口１６を、それ
ぞれ備えてなる。
浴槽パンＰは、上記浴槽Ｂを載置する防水パンであって、底面に排水器４が取り付けられ
る、開口部としての浴槽パン取付口Ｐ１を備えてなる。
洗い場パンＵは、上記浴槽パンＰに隣接して設置される防水パンであって、底面に洗い場
トラップ１４が取り付けられる洗い場パン取付口Ｕ１を備えてなる。
排水口本体１は略円筒形状を成す筒体であって、上端には側面方向に突出した鍔部１ｂを
、側面には雄ネジを備えてなる。また、その内部上端は浴槽Ｂの排水口１ａを形成すると
共に、その内部の中間位置にレリースワイヤ１０端部を固定する支持部材９を着脱自在に
接続する接続部８を備えてなる。
後述するが、施工時に、支持部材９にレリースワイヤ１０のアウターチューブ１０ａ端部
が固定され、支持部材９は接続部８に固定される。即ち、本実施例では、排水口本体１の
接続部８が、操作伝達部材であるレリースワイヤ１０を固定する固定部である。
浴槽継手１３は、椀体を伏せた形状の部材であって、その上面には排水口本体１の雄ネジ
と螺合する雌ネジを、側面には浴槽パンＰ上の排水が浴槽継手１３内に流入するための逆
流防止弁１３ａを備えた浴槽パン排水口１３ｂを、底面にはジャバラ状の可撓素材からな
る接続パッキング１３ｃを、それぞれ備えてなる。
弁部材２は円盤状の部材であって、底面中央にレリースワイヤ１０のインナーワイヤ１０
ｂ端部と嵌合接続ように構成されてなり、施工完了時、降下することで排水口本体１の排
水口１ａを閉塞する。
レリースワイヤ１０は、操作部１１に加えられた操作を、弁部材２に伝達するための操作
伝達部材であって、筒状にして軸方向に剛性を、側面方向に可撓性を備えたアウターチュ
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ーブ１０ａと、上記アウターチューブ１０ａ内を摺動自在に動作する、軸方向に剛性を、
側面方向に可撓性を備えたインナーワイヤ１０ｂと、インナーワイヤ１０ｂの排水口１ａ
側端部に備えられた弁軸３と、インナーワイヤ１０ｂをアウターチューブ１０ａに対して
、操作部１１側に付勢する戻りスプリング（図示せず）と、から構成される。
排水器４は、以下に記載する、排水器本体４ａと、カバー部材６とから構成される。
排水器本体４ａは、上方が開口し下方が閉塞された筒体であって、その内部に雌ネジを備
えると共に、その下端部分の側面に洗い場トラップ１４に接続される排出口４ｃを備えて
なる。また、後述するカバー部材６の挿通口５の直下位置に、やはり後述する浴槽流入口
６ａに向かってレリースワイヤ１０を案内するガイド部４ｂを備えてなる。ガイド部４ｂ
は、具体的には、図７に示したように、側面視略Ｕ字形状を成す壁面の間に設けられた溝
からなり、一端は挿通口５の直下で、他端は浴槽流入口６ａの直下で、それぞれ上方に向
かって延出されている。溝部分の、垂直方向から水平方向、また水平方向から垂直方向に
変化する箇所は円弧を形成して滑らかに連続するように構成されている。
カバー部材６は、上記排水器本体４ａに水密的に接続固定される略板状の部材であって、
その上面に遠隔操作式排水栓装置の操作伝達部材であるレリースワイヤ１０を挿通する挿
通口５を備えた挿通管６ｂと、浴槽継手１３からの排水が流入する開口である浴槽流入口
６ａと、を備えてなる。即ち、浴槽流入口６ａは、浴槽Ｂの排水口１ａからの配管が接続
される流入口である。
また、カバー部材６は、排水器本体４ａの筒部分内であって、排水器本体４ａの上縁より
も下方となる位置に、接着剤等にて水密に接続される（接着される外周部分が排水器本体
４ａの上縁よりも下方位置となるのであって、カバー部材６の一部は排水器本体４ａの上
端よりも上方に突出しても良い）。
また、前述の通り、カバー部材６を排水器本体４ａに接続した際には、ガイド部４ｂの一
端が挿通口５と挿通管６ｂの直下に、ガイド部４ｂの他端が浴槽流入口６ａの直下に、そ
れぞれ位置するように接続される。上記のような適切な位置関係に排水器本体４ａとカバ
ー部材６が取り付けられるように、排水器本体４ａの筒部分には、特に図示等しないが、
カバー部材６下面が当接する段部と、カバー部材６の平面視での方向を適切な方向に合致
される凹凸とが設けられてなる。
フランジ部材１２は、略円筒形状を成す筒体であって、上端には側面方向に突出したフラ
ンジ部１２ａを、側面には排水器４の雌ネジと螺合する雄ネジを備えてなる。
洗い場トラップ１４は、洗い場パンＵの下方に取り付けられる排水トラップであって、洗
い場パン取付口Ｕ１に取り付けられる洗い場パン排水口１４ａと、排水器４の排出口４ｃ
に接続される枝管部１４ｂと、内部の排水を下水側に排出するトラップ排出口１４ｃを備
えてなる。
本発明の洗い場トラップ１４は、上方が開口した椀部である封水部１４ｄと、上端は洗い
場パン排水口１４ａに水密的且つ着脱自在に接続され、下端は封水部１４ｄ内に配置され
る防臭筒１４ｅを備えてなり、封水部１４ｄの側面に枝管部１４ｂが設けられると共に、
封水部１４ｄの上縁から溢れた排水が、トラップ排出口１４ｃから排出される。
操作部１１は、排水口１ａを開閉する弁部材２の上下動を操作する部材であって、以下に
記載する操作部本体１１ａ、及びロック機構１５から構成される。
操作部本体１１ａは略筒状の部材であって、浴槽Ｂの開口近傍に設けられた操作部取付口
１６に接続固定されると共に、その下端にはガイド管７の一端が接続される。また、その
内部には、ロック機構１５が収納固定される。
ロック機構１５は、ケーシング部１５ａとケーシング内を進退するロック軸１５ｂとを備
え、ケーシング部１５ａにはレリースワイヤ１０のアウターチューブ１０ａ端部が固定さ
れ、ロック軸１５ｂにはインナーワイヤ１０ｂの端部が戻りスプリングに付勢されて常時
当接されてなる。
また、ロック軸１５ｂの端部には、ボタン部１５ｃが備えられてなる。
施工完了時、ロック機構１５は、ボタン部１５ｃに押し込み操作を行う都度、インナーワ
イヤ１０ｂを浴槽Ｂの排水口１ａ側に前進させて固定／固定を解除して戻りスプリングの
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作用によりインナーワイヤ１０ｂとロック軸１５ｂとを操作部１１側に後退、を交互に繰
り返すように構成されてなる。尚、当該ロック機構１５は、例えばスラストロック機構等
の名称にて従来周知のため、詳細は記載しない。図示も同様に、ロック機構１５を配置し
た位置のみ示し、詳細な内部の構成は図示を省略する。
ガイド管７は、側面方向に可撓性を、軸方向に剛性を備えた塩ビ等からなるチューブ管で
あって、一端はカバー部材６の挿通管６ｂに、他端は操作部１１に、それぞれ接続され、
施工時には操作部１１から挿入されたレリースワイヤ１０を、挿通口５の挿通口５までガ
イドする。
【００２０】
　上記のように構成された本実施例の浴室の排水配管は、以下のようにして浴室に施工さ
れる。尚、特に詳述しない場合でも、各部材の接続箇所は、必要に応じ、接着やパッキン
グなどを利用して水密に接続される。
まず、工場等にて、カバー部材６を排水器本体４ａに、接着などにて水密的に接続する。
また、排水器４の排出口４ｃを洗い場トラップ１４の枝管部１４ｂに接続する。また、ガ
イド管７の一端を、カバー部材６の挿通管６ｂに接続する。
上記のように各部材を接続した上で、施工現場にて以下の施工作業を行う。
施工現場にて、洗い場トラップ１４のトラップ排出口１４ｃを、下水側に接続されてなる
床下配管に接続した上で、洗い場トラップ１４を洗い場パン取付口Ｕ１に取り付け、洗い
場上に洗い場排水口１ａを配置する。
次に、フランジ部材１２の雄ネジ部分を浴槽パン取付口Ｐ１に挿通し、排水器４の雌ネジ
とフランジ部材１２の雄ネジを螺合させる。これによって、浴槽パン取付口Ｐ１の周縁を
、フランジ部１２ａと排水器４の上縁とで挟持し、排水器４を浴槽パンＰに接続固定する
。
次に、浴槽取付口Ｂ１に排水口本体１の筒部分を上方から挿通し、鍔部１ｂの下面が浴槽
取付口Ｂ１の周縁に当接するようにする。
次に、浴槽継手１３の雌ネジを、排水口本体１の雄ネジに螺合させる。これによって、浴
槽取付口Ｂ１の周縁を、鍔部１ｂと浴槽継手１３の上縁とで挟持し、排水口本体１と浴槽
継手１３が浴槽Ｂに接続固定される。
次に、浴槽Ｂを浴槽パンＰ上に載置し、浴槽継手１３の接続パッキング１３ｃを、カバー
部材６の浴槽流入口６ａを覆うようにして、カバー部材６上面に当接させる。
これにより、浴槽継手１３からの排水は浴槽流入口６ａから排水器４内に流入するように
構成される。即ち、浴槽継手１３の接続パッキング１３ｃはカバー部材６上の浴槽流入口
６ａに接続された状態となる。
この時には、浴槽流入口６ａからレリースワイヤ１０を引き上げる為に、排水口１ａが、
カバー部材６の浴槽流入口６ａ上に載置固定されるように浴槽Ｂの位置を調整して配置す
る。この浴槽継手１３とカバー部材６の接続は、カバー部材６上面に接続パッキング１３
ｃが当接するだけの構成のため、水平方向に多少位置を調整して接続することが可能であ
る。
このように浴槽Ｂを浴槽パンＰに載置した時点では浴槽Ｂは浴槽パンＰにネジ等で「固定
」されるとは限らないが、配管の為に位置決めされたことで、作業上移動させることが不
可能となり、また最終的にコーキング剤等で周囲を水密に取り付けるため、事実上動くこ
とがない「固定」された状態となる。
このように浴槽Ｂを浴槽パンＰ上に載置した結果、排水口１ａと排水器４の浴槽流入口６
ａの平面視の位置はほぼ合致する。これにより、浴槽流入口６ａに向かってレリースワイ
ヤ１０を案内するように構成されたガイド部４ｂは、排水口１ａに備えられた固定部であ
る接続部８に向かってレリースワイヤ１０を案内するように構成されたガイド部４ｂであ
る、という構成となる。
次に、操作部本体１１ａを浴槽Ｂの操作部取付口１６に取り付ける。
次に、ガイド管７の挿通管６ｂに接続していない端部を、操作部本体１１ａに接続する。
次にレリースワイヤ１０の弁軸３を有する側の端部を、操作部本体１１ａからガイド管７
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内に挿入する。挿入されたレリースワイヤ１０は、操作部１１から、ガイド管７、挿通口
５、挿通管６ｂ内、を通過し、挿通口５の直下に位置するガイド部４ｂから、ガイド部４
ｂの溝を介し排水口１ａの下方位置に達する。
この状態より、ラジオペンチなどの治具を排水口１ａ内から挿入して、レリースワイヤ１
０端部を浴槽流入口６ａ及び／又は排水口１ａ内に引き上げる（レリースワイヤ１０の挿
入が完了していないため、レリースワイヤ１０の端部は浴槽流入口６ａには達するものの
、排水口１ａに達しない場合がある）。
更にレリースワイヤ１０を押し込み、レリースワイヤ１０端部のロック機構１５を操作部
本体１１ａ内に配置すると、レリースワイヤ１０端部が排水口本体１の上端に達するため
、支持部材９にレリースワイヤ１０のアウターチューブ１０ａ端部を接続固定し、この支
持部材９を排水口本体１内の接続部８に接続固定することで、レリースワイヤ１０の端部
を排水口本体１内部に固定する。
更に弁軸３の先端を弁部材２に嵌合接続させて、本実施例の浴室の排水配管の施工が完了
する。
【００２１】
　上記のように構成された本実施例の浴室の排水配管において、操作部１１に操作を加え
てロック機構１５によりインナーワイヤ１０ｂを弁部材２側に前進させて固定すると、弁
部材２は弁軸３で押し上げられた状態で固定され、排水口１ａが開口する。また、操作部
１１に操作を加えてロック機構１５の固定を解除し、戻りスプリングの作用によりインナ
ーワイヤ１０ｂを操作部１１側に後退させると、弁部材２も降下し、弁部材２が排水口１
ａを覆うことで排水口１ａを閉塞する。
【００２２】
　また、上記のように構成された本従来例の浴室の排水配管において、浴槽Ｂ内に吐水又
は排水が溜まった状態で排水口１ａを開口したり、または排水口１ａが開口した状態で吐
水又は排水が生じると、吐水又は排水は、排水口本体１から、浴槽継手１３内、カバー部
材６の浴槽流入口６ａを通過し、排水器４、排出口４ｃ、枝管部１４ｂ、洗い場トラップ
１４、を介し、最終的に洗い場トラップ１４のトラップ排出口１４ｃから床下配管を通じ
て下水側に排出される。
また、浴槽パンＰ上に排水が生じると、排水は、浴槽パン排水口１３ｂから、浴槽継手１
３内、カバー部材６の浴槽流入口６ａを通過し、排水器４、排出口４ｃ、枝管部１４ｂ、
洗い場トラップ１４、を介し、最終的洗い場トラップ１４のトラップ排出口１４ｃから床
下配管を通じて下水側に排出される。
また、洗い場パンＵ上に排水が生じると、排水は、洗い場パン排水口１４ａから、洗い場
トラップ１４内を通じ、洗い場トラップ１４のトラップ排出口１４ｃから床下配管を通じ
て下水側に排出される。
また、これら排水を行う際、排水器４内から、排出口４ｃ及び枝管部１４ｂを介し洗い場
トラップ１４内にかけて、排水の溜まり部分である封水が生じる。この封水によって、排
水器４や洗い場パンＵトラップに、トラップ機能が生じ、排水口１ａ、浴槽パン排水口１
３ｂ、洗い場パン排水口１４ａが水封され、下水側から屋内側への害虫類また臭気の屋内
側への逆流が防止される。このように、排水器４はそれ自体にトラップ機能を生じる構成
を備えていないが、洗い場トラップ１４に接続したことにより、浴槽パンＰトラップもま
たトラップ機能を備えてなる。
【００２３】
　本発明の実施例は以上のようであるが、本発明は上記実施例に限定される物ではなく、
主旨を変更しない範囲において自由に変更が可能である。
例えば、上記実施例では、ガイド部４ｂは平面視直線状となるように構成されてなるが、
本発明は上記実施例に限定されるものでは無く、操作伝達部材を水平方向に屈曲させるよ
うにガイド部４ｂを構成しても構わない。
【００２４】
　また、上記実施例では、操作伝達部材であるレリースワイヤ１０は排水器４の上方であ
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てなるが、本発明は上記実施例に限定されるものでは無く、上方から下方に向かって操作
伝達部材が挿通されるのであれば、角度を持って操作伝達部材を挿通するようにし、操作
伝達部材の構成を考慮して、排水器４内で挿通口５から挿通された操作伝達部材の、排水
器４内に達する位置にガイド部４ｂを位置するように構成しても良い。例えば、図８のよ
うに挿通口５のほぼ裏面近傍にガイド部４ｂの一端を配置すれば、排水器４内で挿通口５
から挿通された操作伝達部材の、排水器４内に達する位置にガイド部４ｂを配置すること
ができる。
【００２５】
　また、上記実施例では、ガイド部４ｂは溝によって形成されてなるが、本発明は上記実
施例に限定されるものではなく、操作伝達部材を案内できる構成であればどのような構成
のガイド部４ｂでも構わない。例えば筒体によってガイド部４ｂを形成し、筒体のガイド
部４ｂ内を操作伝達部材が通過して固定部に案内されるように構成しても構わない。
【符号の説明】
【００２６】
１　　　排水口本体　　　　　　　　　　１ａ　　排水口
１ｂ　　鍔部　　　　　　　　　　　　　１ｃ　　板ナット部材
２　　　弁部材　　　　　　　　　　　　２ａ　　弁体
２ｂ　　目皿部材　　　　　　　　　　　３　　　弁軸
４　　　排水器　　　　　　　　　　　　４ａ　　排水器本体
４ｂ　　ガイド部　　　　　　　　　　　４ｃ　　排出口
４ｄ　　袋ナット部材　　　　　　　　　５　　　挿通口
６　　　カバー部材　　　　　　　　　　６ａ　　浴槽流入口
６ｂ　　挿通管　　　　　　　　　　　　７　　　ガイド管
８　　　接続部　　　　　　　　　　　　９　　　支持部材
１０　　レリースワイヤ　　　　　　　　１０ａ　アウターチューブ
１０ｂ　インナーワイヤ　　　　　　　　１０ｃ　ロッド部
１０ｄ　ブッシュ部材　　　　　　　　　１１　　操作部
１１ａ　操作部本体　　　　　　　　　　１１ｂ　ツマミ部
１２　　フランジ部材　　　　　　　　　１２ａ　フランジ部
１３　　浴槽継手　　　　　　　　　　　１３ａ　逆流防止弁
１３ｂ　浴槽パン排水口　　　　　　　　１３ｃ　接続パッキング
１４　　洗い場トラップ　　　　　　　　１４ａ　洗い場パン排水口
１４ｂ　枝管部　　　　　　　　　　　　１４ｃ　トラップ排出口
１４ｄ　封水部　　　　　　　　　　　　１４ｅ　防臭筒
１５　　ロック機構　　　　　　　　　　１５ａ　ケーシング部
１５ｂ　ロック軸　　　　　　　　　　　１５ｃ　ボタン部
１６　　操作部取付口　　　　　　　　　Ｂ　　　浴槽
Ｂ１　　浴槽取付口　　　　　　　　　　Ｃ　　　キャビネット部
Ｐ　　　浴槽パン　　　　　　　　　　　Ｐ１　　浴槽パン取付口
Ｓ　　　洗面台　　　　　　　　　　　　Ｓ１　　取付口
ＳＢ　　洗面ボウル　　　　　　　　　　Ｔ　　　トラップ管
Ｕ　　　洗い場パン　　　　　　　　　　Ｕ１　　洗い場パン取付口
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